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平成 17年 12月 8日~平成 18年 2月 28日 

2004年度入学  第 31回生用 
2005年編入学 学士編入学 5回生用 
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 Coordinator 頁 
  
コース＃６ 呼吸系   鬼塚 正孝、本間 敏明  ‥‥‥‥‥‥‥‥  2 
 
コース＃７ 内分泌代謝系  山田 信博、川上 康 ‥‥‥‥‥‥‥   9 

  
コース＃８ 血液系   長澤 俊郎     ‥‥‥‥‥‥‥   13 
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月 火 水 木 金
１２月８日 １２月９日

1 総合科目A 関連科目 第１外国語 関連（専門外国語） 関連（専門外国語）

2 総合科目A 体育
呼吸器の発生

（高橋（智））

3
オリエンテーション

自習

4
１３時~１４時１５分
コアタイム 1-1 自習

5 自習
呼吸器系の老化の機序と関
連する疾病 （関沢）

１２月１２日 １２月１３日 １２月１４日 １２月１５日 １２月１６日

1 総合科目A 関連科目 第１外国語 関連（専門外国語） 関連（専門外国語）

2 総合科目A
肺気量と換気量

（本間（敏）
呼吸運動の神経性調節

（照井） 体育
胸部エックス線診断の実
際 （南）

3
呼吸器系の防御機能

（野村）
実習：肺気量と換気量の
測定 （本間（敏）

実習：気管支鏡
（坂本、石川） グループ学習

気道・肺の微細構造
（高橋（智））

4 グループ学習 自習 自習 コアタイム 1-3
実習：気道・肺の微細構造

（高橋（智））

5 コアタイム 1-2 自習 自習 自習 自習

１２月１９日 １２月２０日 １２月２１日 １２月２２日 １２月２３日

1 総合科目A 関連科目 第１外国語 関連（専門外国語） 天

2 総合科目A 自習
呼吸器系の薬理

（後藤）
体育 皇

3 グループ学習
呼吸器の病理（1）

（野口）
呼吸器の聴診

（坂本） 発表会 誕

4 コアタイム 1-4
実習：呼吸器系の病理（１）

（飯島） グループ学習 ／総括 生

5
呼吸器の水分バランス

（鬼塚） 自習 グループ学習 （本間(敏)） 日

12月 24日~1月 8日 冬季休業

１月９日 １月１０日 １月１１日 １月１２日 １月１３日

1 成 関連科目 第１外国語 関連（専門外国語） 関連（専門外国語）

2 人 コアタイム 2-1
肺癌の化学療法

（佐藤（浩）） 体育
大気汚染と健康

（熊谷）

3 の
呼吸器の病理（２）

（野口） 自習 自習 自習

4 日
実習：呼吸器系の病理（２）

（飯島） 自習
肺癌の放射線治療

（大原（潔）） 自習

5 自習
肺癌診療と内視鏡

（石川）
拡散、換気と血流

（本間（敏））
呼吸器の外科治療

（鬼塚）

１月１６日 １月１７日 １月１８日 １月１９日 １月２０日

1 総合科目A 関連科目 第１外国語 関連（専門外国語） 関連（専門外国語）

2 総合科目A
肺循環

（石井（幸）） グループ学習 体育 入試準備

3 自習 グループ学習 自習 グループ学習

4
肺癌検診と細胞診

（山本（逹）） コアタイム 2-2 自習 コアタイム 2-3

5 自習 自習
胸部CT・MRI 診断の実際

（南）
肺機能検査

（本間（敏））

１月２3 日 １月２4 日 １月２5 日 １月２6 日 １月２7 日

1 総合科目A 関連科目 第１外国語 関連（専門外国語） 関連（専門外国語）

2 総合科目A
ガイダンス

（山田）
内分泌腺の発生

（管間） 体育 コアタイム２

3 グループ学習 コアタイム１
内分泌腺の病理

（管間） 病理実習 自習

4
発表会／総括
（鬼塚）

自習
ホルモン調節機構

（生理教員） （ ）
糖尿病

（島野）

5
エネルギー代謝の生化学

（生化教員） 自習 自習
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月 火 水 木 金

1 総合科目A 関連科目 第１外国語 関連（専門外国語） 関連（専門外国語）

2 総合科目A
ガイダンス

（山田）
内分泌腺の発生

（菅間） 体育 グループ学習

3 コアタイム 1
内分泌腺の病理

（菅間） コアタイム 2

4 自習
ホルモン調節機構

（吉田（薫））
高脂血症

（鈴木（浩））

5
エネルギー代謝の生化学

（大根田（絹））
自習

病理解剖実習

（菅間）

1 総合科目A 関連科目 第１外国語 関連（専門外国語） 関連（専門外国語）

2 総合科目A
内分泌疾患の外科 1

（八代） 自習 体育 コアタイム 4

3 グループ学習
内分泌系の画像診断

（東野） 自習
代謝疾患と環境要因

（山岸）
自習

4 コアタイム 3 自習 自習
食事療法と運動療法

（曽根） 自習

5
糖尿病

（島野）
診断演習 甲状腺疾患と通風

（豊島）
自下垂体・副腎疾患

（曽根） 自習

1 総合科目A 関連科目 第１外国語 関連（専門外国語） 関連（専門外国語）

2 総合科目A
乳腺疾患

（植野）
自習 体育 自習

3 グループ学習 自習 自習 グループ学習

4 コアタイム 5 自習 自習 コアタイム 6

総合討論

5
内分泌疾患の外科 2

（原（尚）） 自習
水と電解質異常

（高橋（光））
自習 総括

2月 14日 2月 15日 2月 16日 2月 17日

1 総合科目A 関連科目 第１外国語 関連（専門外国語） 関連（専門外国語）

2 総合科目A 体育

3

4

総合討論

5 総括

6 血液系オリエンテーション
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実習項目 担当教員 Keywords 

解剖病理実習 菅間 博

（杏林大学） 
内分泌臓器の正常組織、病理を組織標本で観察する。 

２ 代謝内分泌疾患の診

察法基本実習 
内分泌代謝系内

科外科教員 
甲状腺の触診法などの基本診察手技、内分泌代謝疾患の診

断に有用な診察手技を学ぶ。 
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Coordinator 長澤 俊郎（臨床医学系）

Sub-Coordinator 小島 寛 （臨床医学系）

長谷川 雄一（臨床医学系）

開講時期：Ｍ２ ３学期

１．一般学習目標 (GIO)

血液診療グループの一員として、クリニカル・クラークシップが実践できる基本的臨床能力を獲

得することを目標とし、造血の仕組み、血球の機能、血漿タンパクの役割を理解し、これらの知識

に基づいて血液疾患の病態解析法、治療法を修得する。

２．個別学習目標（SBOs: コースにおいて学んで欲しいこと）

A. 正常造血の仕組みを理解する。

① 造血幹細胞の性状と、血球の分化・成熟機構を説明できる。

② 鉄、ビタミン B12、葉酸の吸収・代謝経路を説明できる。

③ リンパ球の分化・成熟機構、T, B, NK細胞の機能を説明できる。

④ 好中球、単球の機能を説明できる。

⑤ 凝固・線溶系の仕組み、血小板の機能を説明できる。

⑥ 止血、血栓形成機序を説明できる。

B. 造血系の異常

１）造血系に異常を来す病態を理解する。

① 貧血、好中球減少、血小板減少の臨床症状を説明できる。

② 貧血を来す病態を理解し、代表的な疾患を説明できる。

③ 溶血を来す病態を理解し、代表的な疾患を説明できる。

④ 血小板減少を来す病態を理解し、代表的な疾患を説明できる。

⑤ リンパ節腫脹を来す代表的な疾患を説明できる。

⑥ 高γグロブリン血症を来す代表的な疾患を説明できる。

２）主な疾患の症状、診断法、治療法を説明できる。

① 欠乏性貧血（鉄、ビタミン B12、葉酸）の症状、診断法、治療法を説明できる。

② 再生不良性貧血の症状、診断法、治療法を説明できる。

③ 骨髄増殖性疾患の分類ができ、それぞれの症状、診断法、治療法を説明できる。

④ 急性白血病の診断、病型分類ができ、治療法を説明できる。

⑤ 悪性リンパ腫の症状、診断法、治療法を説明できる。

⑥ 多発性骨髄腫、マクログロブリン血症の症状、診断法、治療法を説明できる。

⑦ 特発性血小板減少性紫斑病の症状、診断法、治療法を説明できる。

⑧ 播種性血管内凝固(DIC) の症状、診断法、治療法を説明できる。

⑨ 血友病、ATIII 欠損症の症状、診断法、治療法を説明できる。

３）以下の疾患の概略を説明できる。

① 血小板機能異常症の概略を説明できる。

② リンパ増殖性疾患（慢性リンパ性白血病、成人 T細胞性白血病）の概略を説明できる。
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４）骨髄所見の理解

① 代表的な血液疾患（悪性貧血、急性白血病、慢性骨髄性白血病、慢性リンパ性白血病、成人

T細胞性白血病、多発性骨髄腫）の骨髄像を説明できる。

３．学習の進め方

血液系のコースは、テュートリアル（２症例）、講義（基礎系講義 5 コマ、臨床系講義 6 コマ、総

括講義１コマ）と実習（2 コマ）からなる。

テュートリアルの開始に先立ち、2 月 14 日、15 日に集中的に基礎系の講義が計画されている。こ

の 5コマの講義は造血の仕組み、血球の機能を概説するもので、以後 2 週間の自己学習のベースとな

る最低限の知識を修得することができる。臨床系講義では代表的な疾患の病態、診断、治療法を解説

する。全ての講義のスライド、資料は e-Hematology

(http://www.sakura.cc.tsukuba.ac.jp:8080/̃ninomiya/e-Hematol/index.htm)として公開さ

れている（学内のみからアクセス可）。

テュートリアルは 2 つのシナリオが併行する形で進行する。テューターは全員が血液学を専門とす

る教官で、原則として 6 回のコアタイムを同一の教官が担当するので、学習の進め方、方向性が解ら

ないときには積極的にテューターに相談をする。各回のコアタイムの前には、グループ討論の時間が

設けてあるので、この時間を利用して、前回のコアタイム以降に調べたことの情報をグループ内で共

有し、新たな課題を抽出する。各回のコアタイムにおいては、抽出された課題を話し合い、新たなシ

ナリオを受け取りその内容、次回までの学習事項を検討する。最終日（2 月 28 日）に発表会（2 コマ）

が設定されている。

発表会場は 2会場とし、各グループがどちらか 1 つの症例（後日指定）について 20 分で発表を行

う。総括講義では、発表・討議内容をまとめ、各症例の要点を捕足説明する。

実習では基本的な血液検査を理解するとともに、正常および代表的疾患の血液像、骨髄像を学習す

る。血液像、骨髄像の学習は実習時間内のみでは困難であるので、e-Hematology を用いた自己学

習を行う。2月 22 日、23 日、24 日、27 日何れかの 6時限に、実習室で担当教官の試問を受ける。

４．リソースパーソン

自習やグループ学習で疑問が解決しない時など、積極的に活用して下さい。

* F ）

長澤 俊郎 内科学（血液） 91661 nagasawa@md.tsukuba.ac.jp

小島 寛 内科学（血液） 木曜日午後 91554 hkojima@md.tsukuba.ac.jp

長谷川雄一 内科学（血液） 毎日午前 9 時 7669 awagesah@md.tsukuba.ac.jp

鈴川和己 内科学（血液・検査） 火曜日午後 7902 suzukazu@md.tsukuba.ac.jp

大越 靖 内科学（血液）月、火、木曜 16~20時 8647 yokoshi@md.tsukuba.ac.jp

５．教科書

エッセンシャル血液病学 第５版 柴田昭ほか編 医歯薬出版

（名前の通り必要事項がくまなく網羅され、わかりやすく解説されています。要読破。）

血液細胞アトラス 第 5 版 三輪史朗、渡辺陽之輔 文光堂

（骨髄所見を e-Hematology で勉強するときの参考になります。）

以下は参考書です。必要に応じて使用してください。
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図説 血栓・止血・血管学 初版 一瀬白帝編 中外医学社

（血小板止血機構、凝固の仕組み、DIC など血栓止血学を勉強するとき参考になります。）

必携 造血細胞移植 初版 小寺良尚、加藤俊一編集 医学書院

（造血幹細胞移植の原理、合併症などがわかりやすく解説されています。）

６．その他の学習リソース

e-Hematology

(http://www.sakura.cc.tsukuba.ac.jp:8080/̃ninomiya/e-Hematol/index.htm)

（全ての講義の資料がアップされています。骨髄所見の勉強にも役立ちます。） 

7．評価  
テュートリアル（テューターによる評価、自己評価表、全体発表評価表、レポート） 
実習（レポートおよび骨髄形態学試問） 
学期末試験（SBOに掲げた全ての項目はテスト範囲に含まれます）
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8．時間割  

2 月 13 日 2月 14日 2月 15日 2月 16日 2月 17日

1 総合科目A 関連科目 第一外国語 専門外国語 専門外国語

2 総合科目A 造血の仕組み
（中内啓光（東京大学）

血小板、凝固
（長澤俊郎）

体育 コアタイム 1-2

3 総合討論 赤血球造血(鉄、B12、葉
酸代謝) （二宮治彦）

コアタイム 1-1 血液検査値の読み方
（鈴川和己）

自習

4 好中球、単球の機能
（長谷川雄一）

実習 自習 自習

5
5限:総括
6限:血液系ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

リンパ球の分化と機能
（大越 靖）

実習 グループ討論 コアタイム 2-1

2 月 20日 2月 21日 2月 22日 2月 23日 2月 24日

1
総合科目 関連科目 第一外国語 専門外国語 専門外国語

2
総合科目 骨髄増殖性疾患

（今川重彦）
再生不良性貧血ＭＤＳ

（大越 靖）
体育

3
自習 自習 自習 自習

4
自習 グループ討論 グループ討論 グループ討論 入試準備

5
悪性リンパ腫・骨髄腫

（小島 寛）
コアタイム 2-2 コアタイム 1-3 コアタイム 2-3

2 月 27日 2月 28日

1
総合科目 関連科目

2
総合科目 グループ討論

3
自習 発表会

4
グループ討論 発表会

5
血小板減少症・凝固異
常 （長澤俊郎）

総括講義
（小島 寛、長澤俊郎）
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9．講義一覧

学習項目 担当教官 Keywords

１ 造血の仕組み 中内啓光 造血幹細胞、多分化能、自己複製能、サイトカ

イン、造血微小環境

２ 赤血球造血（鉄、B12、葉

酸代謝）

二宮治彦 血清鉄、トランスフェリン、貯蔵鉄、フェリチ

ン、赤血球恒数（指数）、巨赤我球性貧、内因

子、悪性貧血、Schilling試験、亜急性連合性脊
髄変性症

３ 好中球、単球の機能 長谷川雄一 chemotaxis, opsonin, phagocytosis, 
oxygen-dependent, oxygen-independent,  
superoxides, peroxidase, HLA, CD4, 
monocyte-macrophage system

４ リンパ球の分化と機能 大越 靖 T細胞、B細胞、NK細胞、リンパ組織、胸腺、 
抗体、自然免疫、適応（獲得）免疫

５ 血小板、凝固 長澤俊郎 出血傾向、血栓形成機序、血管内皮細胞、血小

板粘着反応、血小板放出反応、GPIIbIIIa、

GPIb、von Willebrand 因子、collagen、内因

系、外因系、PT、APTT、ビタミン K

６ 血液検査値の読み方 鈴川和己 貧血の鑑別、白血球分画、凝固・線溶系検査、

骨髄染色体検査、PCR、FISH

７ 悪性リンパ腫・骨髄腫 小島 寛 リンパ節腫脹の鑑別診断、Hodgkin リンパ腫、

非Hodgkin リンパ腫、staging、高γグロブ

リン

血症、Mタンパク、化学療法

８ 骨髄増殖性疾患 今川重彦 真性赤血球増加症、二次性赤血球増加症、慢性

骨髄性白血病、本態性血小板血症、骨髄線維症

９ 再生不良性貧血・MDS 大越 靖 汎血球減少、骨髄機能不全、免疫抑制療法、 
クローン性造血障害、無効造血、前白血病状態

10 血小板減少症・凝固異常 長澤 俊郎 特発性血小板減少性紫斑病(ITP)、

von Willebrand 病、血小板機能異常症、汎血

管内血液凝固症候群(DIC)、血友病、ATIII 欠

損症、ビタミン K欠乏症

11 テュートリアル総括 小島寛・

長澤俊郎

 
10．実習一覧  

実習項目 担当教官 Keywords

1
血液実習 長谷川、小島、

鈴川、大越、

長澤

血球の分類、網状赤血球、ライト染色、ペルオ

キシダーゼ染色、凝固検査、出血時間

 



 

2005M2 カリキュラム

Phase Ⅰ 医学の基礎

「機能・構造と病態Ⅰ」

３学期 シラバス＆コースガイド

平成 17年 12月 8日~平成 18年 2 月 28日

2004 年度入学 第 31回生用

2005 年度編入学 学士編入学 5回生用

筑波大学医学専門学群医学類
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